
断
究
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
第
十
七
　
　
手
　
　
，
狡

　
タ
バ
サ
ミ

　
手
狼
ε
は
、
桁
の
上
仁
種
が
直
角
に
乗
っ
た
時
、
其
出

・
二
つ
た
こ
こ
ろ
を
丈
夫
に
す
る
爲
ご
、
兼
て
工
合
よ
く
そ

こ
を
飾
っ
て
見
せ
る
爲
め
ご
、
種
と
同
酬
方
向
に
普
通
桁

　
ア
ヒ
カ
ギ

ビ
相
敏
（
野
ζ
お
）
仁
附
た
一
種
の
装
飾
で
あ
る
。
大
概

め
場
合
に
向
秤
柱
上
、
主
屋
に
面
し
た
方
に
の
み
用
ひ
ら

れ
嘉
、
稀
に
は
爾
方
面
に
あ
る
の
も
あ
る
（
第
四
十
六
鰯
の
三
、
⑳
）

．
手
纏
の
下
側
は
三
斗
又
は
實
肘
木
、
上
側
は
種
、
一
方
の

側
は
桁
に
つ
い
て
奪
う
、
　
一
方
師
ち
遊
離
し
て
み
る
方
丈

妙
に
繰
形
が
あ
り
、
其
爾
側
面
起
は
い
ろ
一
の
彫
刻
が

　
　
　
第
八
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
縫
築
…
鮒
寵
の
栞
、

（
第
入
回
）

工
學
博
士
　
．
天

沼

俊

一

つ
い
て
み
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
以
前
に
は
向
拝
が
な
か
っ

た
た
め
に
、
手
狡
等
を
螢
明
す
る
必
要
が
な
か
つ
だ
、
だ

が
ら
鎌
倉
以
前
に
は
な
い
p

　
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
建
物
に
向
拝
が
出
來
た
、
そ
こ
で

向
舞
柱
ご
主
屋
の
柱
ε
の
中
心
線
が
、
正
面
ご
直
角
な
る

一
直
線
上
に
在
る
時
、
双
方
の
連
絡
を
取
る
た
め
に
は
繋

虹
梁
を
用
ふ
れ
ば
丈
夫
に
な
る
、
併
し
か
、
る
場
合
に
繋

虹
梁
を
用
ひ
諏
か
、
高
さ
の
關
係
で
用
ひ
ら
れ
ぬ
か
、
或

は
稀
に
此
等
が
一
直
線
上
に
な
く
て
、
繋
虹
梁
を
用
ひ
ら

れ
澱
時
に
は
、
向
拝
柱
は
主
屋
ご
全
く
遊
離
し
て
建
っ
て

る
乃
か
ら
ふ
前
方
η
ハ
は
後
方
か
ら
推
さ
れ
た
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
號
　
　
　
一
概
九
　
（
六
四
一
）



　
　
　
傘
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
北
本
古
建
築
研
究
の
栞

倒
れ
勝
ち
で
危
い
機
に
見
え
る
。
干
れ
ご
、
水
受
材
ご
傾

斜
材
こ
の
交
會
よ
り
出
血
る
三
角
形
の
部
分
を
、
見
場
を

よ
く
す
る
爲
め
ε
、
こ
の
二
つ
か
ら
略
三
角
形
を
し
た
も

の
を
此
所
へ
骸
め
込
み
、
腱
裁
を
よ
く
し
た
の
で
あ
6

霜
曇
）
、
こ
れ
が
手
狭
狡
明
の
順
序
で
る
る
。

　
故
に
前
に
も
記
し
た
通
b
多
く
は
向
拝
に
丈
け
用
ひ
て

あ
る
の
で
、
其
他
の
場
所
に
用
ひ
た
實
例
こ
し
て
は
、
今

畳
ゑ
て
る
る
の
で
は
、
近
江
葛
川
の
地
主
神
言
本
殿
（
購

翻
》
場
市
公
園
に
昨
年
迄
あ
っ
た
熊
野
羅
本
殿
（
購

劉
の
）
あ
他
≡
棟
を
暴
げ
得
る
の
み
で
あ
る
。
前
者
に

於
い
て
は
向
拝
柱
上
（
第
四
十
六
岡
⑧
）
ご
本
殿
外
陣
内
側
ご
に
用
ひ

て
あ
る
、
拘
舞
の
方
は
馨
れ
に
も
見
え
る
が
、
紳
殿
は
寺

め
本
堂
ご
違
ひ
、
さ
う
無
暗
に
人
の
入
る
を
許
さ
訟
所
で

あ
る
、
其
上
光
線
も
不
充
分
な
る
に
も
係
ら
す
、
向
笄
の

こ
同
じ
位
町
曝
に
彫
刻
が
施
し
て
あ
る
。

　
廣
島
耶
蘇
遣
市
漂
土
寺
本
堂
は
、
鎌
倉
時
代
帥
ち
嘉
暦

二
年
の
建
築
で
あ
る
が
、
其
向
弄
に
は
最
も
簡
輩
・
な
手
狭

　
　
　
　
　
　
　
櫓
中
口
…
騨
酬
　
　
一
二
Q
　
（
山
ハ
四
暗
点
）

が
つ
い
て
み
る
、
た
w
一
寸
し
た
繰
形
が
つ
い
て
み
る
丈

け
で
、
全
讐
椅
の
彫
刻
も
な
い
（
第
四
十
六
醐
の
煎
幽
㊨
）
砦
今

私
の
知
っ
て
み
る
最
古
の
手
署
で
あ
る
。

　
初
ま
り
は
斯
機
に
簡
輩
で
あ
っ
た
が
、
此
時
代
の
末
に

近
づ
く
ご
だ
ん
く
彫
刻
が
つ
い
て
繋
る
。
大
和
國
宇
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ダ
ミ
ク
マ
リ

郡
松
山
町
に
近
い
古
市
場
の
宇
太
水
分
神
魁
は
、
　
一
閣
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庚

春
日
造
の
血
管
が
三
殿
並
び
、
中
殿
の
棟
木
に
『
元
癒
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

年
二
月
二
十
三
日
上
棟
云
云
』
の
墨
書
が
あ
る
が
、
中
央

の
本
殿
は
一
番
立
派
に
す
る
つ
も
り
か
、
其
手
狭
は
脇
殿

の
に
比
し
て
大
に
彫
刻
が
し
て
あ
る
、
第
四
十
六
圖
◎
・

㊨
の
例
に
よ
る
ご
、
内
側
に
は
葡
萄
唐
草
外
側
に
は
藤
を

孚
肉
に
彫
っ
て
み
る
、
葡
萄
唐
草
を
か
、
る
時
代
に
用
ひ

て
み
る
の
が
一
寸
面
自
い
。
同
寸
＠
は
脇
殿
の
で
あ
る
が

．
格
を
落
し
て
す
っ
芝
簡
軍
に
し
て
割
っ
た
の
で
あ
ら
う
Q

　
⑯
は
有
名
な
観
心
寺
本
堂
向
笄
の
で
、
＠
が
…
縛
す
る

ご
こ
れ
に
な
る
、
下
の
部
分
帥
ち
斗
か
ら
突
出
し
て
み
る

部
分
は
、
＠
・
＠
全
く
同
一
で
、
夫
れ
か
ら
上
の
部
分
に



移
ら
う
こ
す
る
所
で
、
＠
に
於
い
て
は
タ
マ
が
二
つ
出
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
バ
ラ

か
け
、
上
の
タ
マ
か
ら
「
茨
」
（
9
。
。
℃
）
を
作
っ
て
輪
廓
が

前
方
へ
出
て
了
つ
た
が
、
⑩
で
は
上
の
タ
マ
か
ら
輪
廓
…
は

道
に
波
線
を
描
い
て
奥
へ
引
込
み
、
桁
の
上
端
近
く
に
於

い
て
消
滅
し
、
更
に
タ
マ
及
其
附
近
か
ら
柏
葉
が
二
三
枚

出
て
、
賑
か
な
手
証
を
作
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
＠
の
標
に

充
分
に
伸
び
て
は
み
す
、
折
角
伸
び
や
う
ご
す
る
の
を
前

か
ら
押
へ
つ
け
ら
れ
た
機
で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
＠
か
ら

⑯
が
出
來
た
の
は
機
面
上
否
定
は
毘
摩
澱
、
一
方
年
代
か

ら
考
へ
て
も
⑩
は
建
武
元
年
の
建
築
だ
か
ら
、
＠
に
比
べ

て
十
五
年
晩
い
、
十
五
年
間
に
此
の
位
の
獲
達
は
當
然
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
ミ
グ
マ
リ

　
こ
、
で
建
武
年
間
の
建
築
だ
る
建
水
分
帥
童
の
手
狡
を

紹
介
す
る
、
第
四
十
六
圓
の
こ
㊥
に
其
立
面
ご
見
上
ご
が

示
し
て
あ
る
、
肘
木
も
大
に
角
張
り
先
端
は
甚
だ
古
義
で

　
　
　
　
　
　
シ
ノ
ギ

あ
り
、
手
管
も
鏑
が
強
く
其
一
部
が
前
の
方
に
飛
び
毘
し

て
鳥
の
階
の
様
に
な
り
、
錦
の
聞
に
孔
が
あ
い
て
み
る
、
，

　
　
　
第
入
園
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
四
）

希
臓
古
建
築
の
繰
形
の
国
a
．
ω
切
。
欝
よ
り
此
方
が
除
程

鼠
ハ
に
迫
っ
て
み
る
、
眞
正
の
鳥
階
は
我
國
の
古
建
築
に
於

い
て
み
る
事
が
立
下
る
の
で
あ
る
。
此
紳
魁
．
も
宇
太
水
分

の
様
に
三
殿
か
ら
成
っ
て
み
る
が
、
彼
が
春
日
造
三
棟
な

る
に
、
此
は
中
央
が
春
日
造
で
左
右
が
流
造
で
あ
る
か
ら

既
に
機
式
が
墾
っ
て
み
る
ご
こ
ろ
へ
、
細
部
の
手
法
が
斯

楼
で
あ
る
か
ら
、
部
分
日
々
を
精
細
に
槻
察
す
る
時
は
大

分
に
墾
っ
て
み
る
が
、
全
膿
こ
し
て
格
好
も
洵
に
よ
く
、

類
例
稀
な
甚
だ
面
憩
い
建
築
で
あ
る
。

　
第
四
十
六
圖
⑧
は
、
貞
和
元
年
建
立
の
串
雲
棘
肚
本
殿

の
も
の
、
此
就
は
南
桑
田
郡
千
歳
村
に
あ
る
Q
此
れ
は
頗

る
簡
輩
で
あ
る
が
、
轄
金
香
の
様
な
草
花
が
淺
く
彫
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
丈
で
、
忌
昧
の
な
い
意
匠
で
あ
る
。
以
上
鎌
倉
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
室
町
時
代
。
次
に
此
時
代
の
数
例
に
つ
い
て
研
究
し
て

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ン
ヂ
ン

み
る
。
談
出
帥
肚
樺
殿
の
建
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
か
ら

㊦
の
年
代
も
從
て
未
詳
で
あ
る
が
、
室
町
で
も
除
り
早
い

ご
こ
ろ
で
は
．
な
い
、
大
分
に
あ
っ
ち
こ
っ
ち
概
離
に
男
憎

　
　
　
　
　
　
　
第
四
、
號
　
　
　
一
二
一
　
（
六
四
三
）
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第
入
巷
　
研
究
の
栞
　
a
本
古
鞭
築
研
究
の
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第
入
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が
つ
い
て
み
て
、
全
禮
ご
し
て
も
統
一
な
く
、
各
葉
は
締

り
が
な
く
、
群
雄
劉
糠
こ
い
ふ
有
様
。

　
⑧
．
⑤
は
先
に
記
し
た
地
愚
意
冠
の
も
の
、
唐
草
に
無

理
が
な
く
、
渦
も
適
當
の
場
所
で
適
當
に
憲
込
み
、
甚
だ

傑
作
で
あ
る
、
あ
ん
な
淋
し
い
、
滅
多
に
目
明
の
行
か
澱

ε
こ
ろ
へ
建
て
、
お
く
の
は
勿
膿
な
い
、
殊
に
本
殿
前
の

一
廻
二
面
の
幣
殿
の
唐
破
風
や
墓
股
や
絡
様
肘
木
は
稀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
ニ

み
る
優
秀
な
作
で
あ
る
。
同
じ
滋
賀
郡
で
あ
る
が
和
酒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ノ
ら
タ
カ
ム
ラ

大
宇
和
爾
の
道
割
塚
肚
及
小
野
篁
紳
魅
の
千
慮
は
、
地
主

紳
魁
の
ご
同
式
で
あ
る
、
こ
れ
も
除
り
人
の
行
か
ぬ
こ
こ

ろ
だ
が
、
和
爾
の
船
上
場
か
ら
近
い
か
ら
容
易
に
行
っ
て

み
る
事
が
選
歌
る
。

　
⑪
の
水
雷
紳
魁
は
丈
量
五
年
の
建
築
、
地
主
紳
魁
が
文

縞
二
年
だ
か
ら
、
丁
度
五
十
五
年
早
い
、
だ
か
ら
此
位
の

差
は
當
然
で
あ
る
。
其
輪
廓
を
見
る
ご
、
何
施
に
か
槻
心

寺
の
に
似
て
み
る
ご
こ
ろ
が
あ
る
の
が
到
る
で
あ
ら
う
。

　
㊥
も
年
代
未
詳
で
あ
る
が
早
い
ご
こ
ろ
で
あ
ら
う
、
其

　
　
　
第
入
営
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
宵
鑓
築
研
究
の
栞
（
第
入
圃
）

繰
形
が
鎌
倉
時
代
の
夫
れ
に
似
て
み
る
事
を
掘
察
し
得
る

の
で
あ
る
。
ご
う
し
て
鎌
倉
時
代
の
佛
が
あ
る
か
不
審
な

ら
ば
、
第
二
十
二
圖
の
墓
股
の
脚
の
繰
形
を
墾
照
す
る
ビ

其
然
る
所
以
が
分
る
で
あ
ら
う
。

　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
時
代
の
は
ミ
つ
許
り
示
し
て
お
く
。
㊨
は
俗
名
紀

三
井
寺
本
名
護
國
院
本
堂
（
？
）
の
手
下
で
あ
る
、
私
の
備

忘
録
に
此
圖
其
他
本
塁
二
三
が
記
し
て
あ
っ
て
、
紀
三
井

寺
ビ
許
り
で
名
が
記
し
て
な
い
、
併
し
塔
婆
で
も
櫻
門
で

も
鐘
縷
で
も
な
い
事
は
確
か
ら
し
い
か
ら
、
本
堂
ご
思
ふ

が
、
間
違
っ
て
み
る
か
も
・
知
れ
ぬ
、
も
一
度
宝
寺
へ
行
く

…
機
會
が
あ
っ
た
ら
必
ず
調
べ
て
く
る
か
ら
、
詰
れ
迄
は
相

濟
ま
ぬ
が
？
印
を
つ
け
て
お
く
。
此
れ
は
桃
山
時
代
の
極

く
簡
箪
で
絡
好
の
繋
り
よ
く
な
い
例
で
あ
る
。

　
㊧
は
河
内
上
太
子
叡
予
算
向
拝
の
も
の
、
此
建
物
は
慶

長
入
年
で
擬
寳
珠
銘
に
明
か
で
あ
る
、
彫
刻
も
大
分
に
多

く
な
り
可
な
り
込
み
入
っ
て
み
る
が
、
こ
れ
等
は
ま
だ
少

な
い
方
で
、
．
此
よ
リ
ニ
年
早
い
慶
長
六
年
の
建
築
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
　
田
日
馳
観
　
　
　
一
二
｝
血
　
　
（
山
ハ
四
・
七
）



　
　
　
第
八
巻
　
務
究
の
栞
　
敵
本
古
魏
築
研
究
の
栞
（
第
入
測
）

大
和
の
法
華
寺
の
向
舞
に
あ
る
の
等
は
、
劉
底
こ
ん
な
事

で
は
な
い
馬
す
っ
ピ
込
み
入
っ
て
み
る
Q

F
京
都
市
北
野
三
冠
は
、
舞
殿
．
樂
之
澗
・
石
之
聞
及
本

殿
を
併
せ
、
所
謂
八
棟
造
で
慶
長
十
二
年
の
建
築
で
あ
る

が
、
其
向
舞
に
は
天
人
、
辿
陵
頻
伽
、
肚
丹
或
に
桐
に
極

樂
鳥
等
の
籠
彫
…
手
狭
が
用
ひ
て
あ
る
。
時
代
が
時
代
だ
か

ら
、
彫
刻
を
彫
刻
ε
し
て
批
評
す
る
な
ら
ば
、
詣
れ
も
立

派
な
作
で
あ
る
が
、
手
狡
ご
し
て
は
函
趣
く
な
い
。

　
④
は
清
水
寺
西
門
の
で
、
其
面
に
は
雲
水
が
一
ぱ
い
に

彫
刻
し
て
あ
る
、
こ
れ
も
罰
じ
く
慶
長
十
二
年
の
で
あ
る

が
、
北
野
の
に
引
か
へ
全
膿
混
徹
し
て
よ
く
分
ら
ぬ
模
標

で
あ
る
、
．
匿
落
の
傾
向
は
此
の
場
合
起
も
既
に
充
分
に
現

れ
て
み
る
Q

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
江
戸
時
代
に
な
る
ご
、
他
め
細
部
ご
同
じ
で
途
蔦
救
濟

す
べ
か
ら
ざ
’
る
心
畢
に
な
」
る
。
彫
刻
は
少
な
い
が
一
例
」
は
㊧

に
あ
る
、
其
形
不
快
に
し
て
要
領
を
得
す
、
上
方
ご
下
方

嘘
に
旋
魅
大
少
の
差
あ
る
丈
け
の
全
く
同
性
質
の
若
葉
を
い

　
　
　
　
　
　
　
儒
〃
四
曲
羅
　
　
　
凶
二
山
ハ
　
（
六
四
入
）

以
て
飾
っ
て
あ
る
、
此
帥
同
じ
者
の
反
覆
（
丙
。
℃
①
け
三
窪
〉

で
あ
っ
て
、
、
建
築
家
の
最
も
忌
む
ご
こ
ろ
で
あ
る
、
典
輪

廓
の
不
群
議
な
曲
線
は
何
に
例
へ
た
あ
ば
い
、
か
、
卑
近

な
例
で
あ
る
が
、
ご
ろ
う
汁
を
こ
し
ら
へ
る
薯
強
に
よ
く
、

斯
機
な
不
得
要
領
な
の
が
あ
る
、
薯
蒲
…
を
其
ま
、
手
解
に

逆
用
は
ち
ご
猛
烈
で
あ
ら
う
。

　
漸
く
時
代
が
降
る
ご
、
纂
股
等
と
同
じ
く
本
凍
の
意
義

を
失
ひ
、
手
量
も
壼
く
一
つ
の
装
飾
に
な
っ
て
了
つ
た
。

先
に
記
し
た
北
野
醜
就
の
例
も
さ
う
で
あ
る
が
．
此
の
時

代
の
で
い
ふ
ご
、
日
光
大
餓
忍
野
殿
向
拝
の
は
菊
の
籠
彫

で
甚
だ
美
事
で
あ
る
が
、
破
損
の
虞
が
あ
る
か
ら
保
謹
の

爲
め
鐡
輪
で
二
個
所
憎
い
て
あ
る
、
こ
れ
で
は
何
の
留
め

の
手
狡
か
割
ら
ぬ
Q
日
光
廟
で
は
此
の
他
大
渓
院
門
前
に

並
び
建
て
る
法
華
常
行
堂
の
内
、
法
華
堂
向
笄
の
が
同
じ

一
透
彫
で
あ
昏
。
信
塗
晃
寺
本
裳
御
堂
）
左
右
に
附
せ

る
階
隠
の
手
狡
も
同
様
で
あ
る
。
其
他
實
例
は
多
、
い
。

＊

＊

＊
　
．
　
　
　
　
＊



’
最
後
に
異
形
の
手
立
の
實
例
を
暴
げ
て
此
項
を
亙
る
事

に
す
る
、
移
れ
は
第
四
十
六
圖
の
墾
⑳
適
⑤
・
◎
の
三
つ

で
あ
る
」
初
め
に
普
通
は
主
屋
ζ
面
し
た
方
に
丈
け
だ
け

れ
ざ
も
、
稀
に
画
面
に
用
ひ
て
あ
る
定
か
い
た
其
稀
れ
な

場
合
の
例
で
、
全
く
珍
ち
し
い
ご
思
ふ
。
或
は
左
程
寝
れ
．

で
は
な
く
，
私
が
寡
聞
の
結
果
珍
し
が
る
の
か
も
知
れ
識

さ
う
で
あ
る
ご
甚
だ
恐
縮
す
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
至
り

澤
「
山
は
あ
る
ま
い
ε
踊
湾
へ
て
る
る
。

　
慣
れ
か
ら
向
霜
柱
ご
本
殿
柱
ご
を
連
絡
せ
る
海
老
蛭
梁

上
の
墓
股
（
羅
針
）
の
上
に
も
あ
る
し
（
第
四
十
六
圃
の
塗
、
⑤
）
も
一
つ

本
殿
正
面
柱
間
眉
墨
の
上
に
も
、
支
輪
間
に
木
鼻
ご
い
へ

ば
木
鼻
で
あ
る
が
、
手
落
ビ
し
た
方
が
都
合
の
い
、
絡
標

が
つ
い
て
み
る
。

　
以
上
は
何
れ
も
高
知
市
公
園
に
あ
っ
た
無
毒
魁
熊
野
騨

．
魁
の
細
部
ぶ
、
、
二
種
の
機
式
を
な
し
意
匠
は
頗
る
耕
新
で

あ
る
。
併
し
鱗
新
こ
い
ふ
研
け
で
、
決
し
て
模
範
に
な
る

，
様
な
、
、
そ
し
て
推
賞
措
く
能
は
ざ
る
様
な
、
そ
ん
な
立
涙

　
　
　
第
八
巻
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
第
入
回
）

な
も
の
で
は
な
い
、
其
上
誌
面
な
も
の
は
忘
れ
て
も
二
三

を
す
べ
き
で
な
い
。
箕
の
半
値
に
於
い
て
全
く
同
日
の
論

で
は
な
い
が
、
、
い
っ
か
も
か
い
た
故
京
都
府
技
師
鶉
岡
三

吉
民
薫
蒸
の
細
部
手
法
ご
同
襟
で
『
同
民
が
や
っ
て
こ
受

清
新
の
氣
に
充
ち
有
意
義
で
あ
る
が
、
他
言
が
摸
倣
し
た

の
で
は
転
註
み
ら
れ
た
も
の
で
な
い
、
模
倣
者
は
ざ
こ
迄

も
模
倣
者
で
、
決
し
て
側
意
者
以
上
に
擢
る
事
は
禺
來
な

い
、
併
し
ま
だ
維
岡
式
の
模
倣
は
い
、
が
、
若
し
こ
の
熊

野
式
を
模
乱
し
た
ら
最
後
で
、
到
底
助
か
ら
ぬ
ご
穏
物
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
熊
野
式
細
部
に
就
て
は
、
第
二
十
四
圖
に
墓
股
及
第
二

十
入
圖
に
木
鼻
の
叫
を
揚
げ
て
お
い
た
か
ら
、
こ
れ
ε
含

せ
て
五
つ
に
な
る
Q
此
珍
奇
な
細
部
を
も
つ
だ
建
物
は
、

惜
し
炉
事
に
昨
年
十
目
月
九
日
の
火
事
で
、
本
殿
舞
殿
共

全
部
焼
失
し
て
了
つ
た
、
だ
か
ら
再
び
三
物
を
み
る
事
は

忠
來
ぬ
の
で
あ
る
。
此
神
霊
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
．

何
度
か
他
の
紳
肚
ご
合
併
し
ゃ
う
ご
試
み
た
が
、
い
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
鉋
四
丁
　
　
　
一
二
七
　
　
（
六
四
九
）



　
　
　
第
累
累
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
碍
究
の
業
（
第
八
囲
）

何
か
故
障
が
出
　
曾
て
目
的
を
達
せ
す
、
其
ま
、
に
な
っ
て

み
た
の
に
今
度
は
綺
麗
薩
張
ε
荻
に
な
っ
て
了
つ
た
○
私

の
爲
生
は
十
二
年
も
以
前
の
で
、
今
に
な
っ
て
考
へ
て
み

る
ε
頗
る
不
完
全
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
か
高
知
へ
行
く
折

が
あ
っ
た
ら
補
薬
し
ゃ
う
ご
思
っ
て
み
た
の
に
、
永
久
に

出
來
・
ぬ
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
墓
股
や
木
鼻
に
就
い
て
か
い
た
時
は
、
此
聯
就
を
江
戸

時
代
に
入
れ
て
お
い
た
が
、
江
戸
時
代
な
ら
幽
く
初
期
で

あ
る
、
寧
ろ
桃
山
末
ε
し
た
方
が
い
、
か
も
知
れ
澱
ビ
思

ふ
、
桃
山
ご
江
戸
の
境
位
の
ご
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

第
十
八
　
　
破

風

　
破
風
ビ
は
屋
根
の
大
棟
が
、
夫
に
直
角
な
る
垂
直
面
で
、

切
噺
さ
れ
だ
場
合
に
出
叢
る
三
角
形
の
ご
こ
ろ
へ
、
合
掌

形
に
つ
い
て
み
る
板
の
こ
ご
で
、
破
風
板
こ
も
い
ふ
Q
昔

し
は
「
樽
風
」
こ
も
「
薄
風
」
こ
も
か
い
た
。
大
日
本
古
交
書

第
五
、
天
覧
寳
字
五
工
ハ
年
頃
の
「
山
作
所
告
朔
解
」
等
を
み

　
　
　
　
　
　
　
歌
競
【
驚
酬
　
　
　
一
二
入
　
　
（
《
ハ
五
〇
）

る
ご
、
大
概
こ
の
古
い
字
が
用
ひ
て
あ
る
（
瑠
爵
位
．
～

憲
章
菱
㌦
）
。
『
和
漢
三
才
圖
絡
』
に
は
「
搏
風
」
の
字
を

用
ひ
、
一
、
按
簿
風
棟
端
向
表
庭
云
云
し
こ
し
て
あ
る
。

　
破
・
風
は
一
翼
來
、
繍
一
木
や
桁
の
畠
卸
を
隠
す
た
め
に
飾
　
り
に

つ
け
た
も
の
で
、
分
．
類
し
て
み
る
ご
左
の
”
池
り
で
あ
る
。

↓
、
形
朕
よ
リ

　
ラ
　
　
デ
リ

　
ィ
照
破
風
、
下
へ
反
っ
て
み
る
も
の
（
∩
○
一
θ
O
卑
〆
、
Φ
）
。
寺

　
（
　
　
　
や
宮
の
屋
根
に
多
い
。

　
ラ
　
　
ナ
ガ
レ

　
ロ
　
流
破
風
。
棟
か
ら
軒
先
迄
の
長
さ
が
、
左
右
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
が
レ
ヅ
ク
リ

　
　
　
で
な
い
も
の
、
こ
れ
は
「
流
葵
棚
臥
・
讐
騨
顯
哉
）

　
　
　
ε
い
ふ
機
式
の
榊
魁
の
妻
を
み
れ
ば
分
る
。

　
　
　
ム
ク
リ
　
　
　
　
　
ロ
ナ
　
　
ラ

　
刃
起
破
風
。
イ
や
ロ
ご
反
封
に
上
に
反
っ
て
み
る
も

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
　
の
（
∩
o
β
＜
o
置
）
。
中
流
以
上
の
住
宅
に
多
い
Q

　
ラ
　
　
カ
ラ

　
ニ
　
唐
破
風
。
下
の
方
が
照
り
、
上
の
方
が
起
っ
て
る

　
（
　
　
　
る
も
の
。

二
。
位
置
よ
り

　
司
切
破
風
。
切
妻
に
あ
る
も
の
で
、
一
に
切
妻
破
風

（



　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
ご
い
ふ
。
ロ
に
記
し
淀
流
破
風
に
常
に
切
妻
に
あ
，

　
　
　
　
　
　
く

　
・
る
、
即
ち
左
、
右
流
れ
め
異
な
る
切
破
風
で
あ
る
Q

　
　
イ
リ
モ
　
ヤ

↓
　
入
富
屋
破
風
。
四
注
屋
根
（
震
「
セ
6
。
h
）
へ
切
妻
屋

　
　
根
（
∩
倒
ぴ
一
の
　
憎
O
O
h
）
を
の
せ
る
ビ
、
爾
方
に
三
角
形

　
　
の
ビ
こ
ろ
が
出
來
る
、
斯
機
な
の
を
入
母
屋
造
ε

　
　
い
ふ
、
其
三
角
の
ε
こ
ろ
に
あ
る
破
風
。
こ
れ
に

　
　
も
ま
た
照
り
ご
起
り
ε
あ
る
。

0
　
千
鳥
破
風
。
『
H
本
建
築
僻
彙
険
・
『
日
本
百
科
大
…
購

　
，
典
』
は
共
に
コ
ご
角
形
師
ち
千
鳥
を
な
す
故
に
名
づ

　
　
け
π
る
し
も
の
で
あ
ら
う
ご
の
説
で
あ
る
、
そ
し

　
　
て
爾
ほ
流
れ
の
装
飾
に
つ
い
て
み
る
「
据
破
風
」
及

　
　
「
入
母
屋
破
風
の
併
禧
」
ε
あ
る
ゆ

　
　
　
併
し
私
は
、
今
獄
迄
流
れ
に
三
角
形
を
し
て
装

　
　
飾
に
つ
い
て
み
る
も
の
、
点
呼
で
あ
る
ε
心
得
て

　
　
ゐ
π
Q
入
母
屋
に
あ
る
破
風
は
、
千
鳥
破
風
ε
い
・

　
・
は
す
ビ
入
母
屋
破
風
ご
い
っ
た
方
が
よ
く
分
る
、
』

　
昏
ず
つ
ち
も
千
鳥
破
風
ご
い
っ
て
は
流
れ
の
か
妻
の
・

　
筋
丁
入
一
旗
　
　
獅
究
の
栞
’
　
殴
太
・
古
建
築
碑
究
の
薬
バ
第
八
隣
）

　
　
が
臓
ら
か
で
な
い
。
尤
も
『
日
本
建
築
字
彙
』
の
号
」

　
　
　
ざ
り
は
ふ
」
の
ビ
ご
ろ
に
は
、
，
流
れ
に
三
角
影
を

　
　
　
な
し
て
つ
い
て
み
る
破
風
の
圖
が
出
て
み
る
。

　
　
　
　
私
は
念
の
爲
め
實
地
を
長
い
賜
や
つ
て
み
る
幅

　
　
　
二
の
老
練
家
に
き
い
て
み
た
が
、
何
れ
も
私
の
解

　
　
　
輝
の
機
に
思
っ
て
ゐ
，
る
ご
の
事
で
あ
っ
た
、
夫
，
れ

　
　
　
で
兎
も
角
此
所
に
は
「
流
れ
に
あ
る
三
角
形
の
破

　
　
　
風
」
の
事
ご
し
て
お
く
◎

　
ヘ
ノ
　
　
ス
ガ
ル

　
チ
　
縄
破
風
。
主
屋
の
軒
先
か
ら
出
て
片
流
の
も
の
。

　
　
　
例
へ
ば
向
舞
の
雨
側
の
破
風
の
樺
な
も
の
。

　
ラ
　
　
ノ
キ
カ
ラ

　
リ
　
軒
麿
破
風
。
軒
先
か
ら
寓
て
る
る
唐
破
風
り

　
く
　
大
昔
に
あ
り
て
は
、
破
風
は
反
り
な
し
の
直
線
形
で
あ

っ
泥
ρ
今
日
の
は
反
り
が
あ
る
が
、
當
蒔
の
毘
雲
大
肚
は

吉
根
に
反
り
な
く
從
て
破
風
に
は
反
り
が
な
か
っ
た
、
住

吉
填
欝
欝
）
青
磁
轟
蚕
齢
）
の
貴
殿
は
含
で
も
反

っ
て
居
ら
絵
、
こ
れ
が
始
ま
う
の
形
で
図
れ
を
忠
實
を
数

千
年
間
踏
襲
し
來
つ
だ
の
で
あ
る
。
然
る
に
　
除
め
三
三
で

　
　
　
　
　
　
　
籠
州
．
瞬
、
購
例
，
　
　
一
、
二
「
九
　
（
六
磁
一
）



　
　
　
閲
第
八
巻
　
　
研
究
の
粟
　
　
，
総
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
翻
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
め

は
し
や
ち
こ
張
っ
て
み
て
、
，
立
撃
く
も
な
く
美
的
で
も
な

い
。
其
内
佛
敷
渡
來
に
つ
れ
、
寺
院
建
築
も
一
所
に
輸
入

せ
ら
れ
た
、
8
こ
ろ
が
其
破
風
は
反
っ
て
み
て
大
分
に
我

國
在
院
の
よ
り
工
合
が
い
、
、
郎
ち
そ
の
血
塗
を
や
り
出

し
π
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
総
て
の
破
風
は
反
り
出
し
た

の
で
あ
ら
う
。
た
や
前
記
の
通
り
僅
に
住
吉
造
ご
榊
明
造

ビ
虫
け
が
、
今
日
迄
頑
張
通
し
た
の
で
あ
射
う
。

　
當
初
の
破
風
は
何
虚
に
も
残
っ
て
届
ら
ぬ
か
ら
、
輩
に

想
像
丈
け
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
だ
い
H
方
面
の
板
で
あ
っ

た
ら
若
佛
敷
渡
無
意
の
上
等
晶
は
葬
み
し
（
鵡
醐
鱒

漆
）
に
金
銅
透
彫
の
飾
金
具
、
左
右
の
中
頃
に
金
銅
蓮
花

形
の
籠
れ
を
打
っ
て
装
飾
し
た
の
で
は
あ
を
ま
い
が
一

現
在
の
法
隆
寺
海
金
堂
破
風
墾
順
、
い
つ
れ
妻
飾
を
説
明
す

る
時
に
此
∵
金
堂
の
想
像
復
原
厨
を
掲
げ
り
な
つ
も
ガ
9
で
あ
お

一
景
春
画
れ
る
。
尤
も
玉
鍛
厨
子
に
は
勿
論
喜
破
風

が
つ
い
て
み
る
、
あ
れ
は
工
藝
晶
だ
か
ら
破
風
，
一
面
に
金

銅
透
彫
の
飾
金
具
で
覆
ふ
て
あ
る
が
△
金
堂
の
機
憩
か

　
　
　
　
　
　
　
第
～
閃
一
號
　
　
　
一
一
二
〇
　

（山

n
五
二
）

へご
の
建
築
に
は
、
こ
ん
な
事
は
し
な
か
っ
た
し
、
又
毘
來

も
し
な
か
っ
た
ら
う
ご
思
ふ
Q
　
　
：

　
以
下
各
時
代
に
於
け
る
破
風
の
研
究
を
し
て
み
る
が
～
．

當
初
の
も
の
が
残
っ
て
み
る
ご
考
へ
ら
れ
る
の
は
挙
国
時

代
か
ら
で
あ
ろ
か
ら
、
其
以
前
の
は
想
像
で
卑
見
を
述
べ

る
鋤
け
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
飛
鳥
時
代
。
後
世
の
破
風
は
上
か
ら
下
迄
同
じ
ゆ
で
は

な
い
、
上
が
廣
く
て
下
で
挾
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
飛
鳥

時
代
の
も
さ
う
で
あ
っ
た
か
ざ
う
か
◎
虚
血
厨
子
の
は
総

て
同
じ
巾
で
あ
る
が
、
あ
れ
は
實
例
に
な
ら
澱
Q
そ
こ
で

金
堂
の
當
初
の
は
ご
ん
な
で
あ
っ
た
ら
う
か
と
考
へ
て
み

る
ご
、
よ
く
弱
ら
鳳
が
》
今
あ
る
「
舞
み
」
の
飾
金
具
は
》

今
の
眼
で
み
る
と
頗
る
無
骨
な
施
工
で
は
あ
る
が
、
當
賭

の
意
匠
を
よ
ぐ
駿
遍
し
だ
唐
草
の
透
彫
が
つ
い
で
ゐ
・
る
浅

さ
う
す
み
ε
、
若
し
破
風
が
上
か
ら
下
心
同
じ
肉
さ
で
あ

っ
た
ら
蹄
慶
過
ぎ
る
許
ケ
で
な
く
締
う
も
な
救
球
り
、
妻

の
格
好
は
甚
だ
不
溝
足
で
み
う
だ
に
違
ひ
な
ψ
℃
．
建
物
全



禮
ご
し
て
も
細
部
丈
捗
み
て
も
、
あ
れ
丈
け
手
際
よ
く
取
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぎ

扱
っ
た
金
堂
の
建
築
家
が
、
そ
ん
な
ぬ
か
b
を
し
て
み
る

筈
は
な
い
、
必
ず
や
破
風
へ
亦
見
場
よ
く
合
理
的
に
意
匠

し
た
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
考
へ
る
ご
、
常
時
の
破
風
も
上

に
壇
し
が
あ
り
、
表
面
に
何
の
繰
形
も
な
い
反
っ
た
板
で

あ
っ
た
ら
し
い
、
そ
し
て
「
拝
み
」
に
は
透
彫
の
、
破
風
の

申
頃
に
は
金
銅
輩
欝
の
－
辮
は
當
時
の
琵
の
夫
れ
の
如

く
比
較
的
細
長
な
一
箇
金
具
を
打
ち
、
懸
魚
は
中
央
に

一
つ
丈
け
で
あ
っ
π
ら
う
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
奈
良
時
代
　
で
は
、
重
要
な
建
築
は
多
く
四
注
で
あ
っ

た
、
で
あ
る
か
ら
破
風
も
籐
り
襲
達
し
な
か
っ
た
こ
思
は

れ
る
、
併
し
此
時
代
に
於
け
る
建
築
の
螢
達
か
ら
考
察
す

る
ご
、
破
風
の
表
面
に
其
全
長
に
沿
ひ
、
簡
軍
な
繰
形
即

　
マ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
　
キ
ヨ

ち
「
眉
」
を
刻
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
懸
魚
は
中
央
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ
リ

は
勿
論
、
大
き
な
破
風
に
於
い
て
は
「
降
懸
魚
」
も
あ
っ
た

ら
う
ご
考
へ
ら
れ
る
丈
諭
で
、
紅
血
は
現
存
し
な
い
。

　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
奉
安
時
代
め
前
期
も
右
同
属
ご
考
へ
る
。
後
期
に
な

　
　
　
第
、
入
一
巻
一
　
研
究
け
栞
」
　
二
本
霧
建
築
研
究
亀
栞
へ
徽
八
慰
）
■
．

る
ピ
初
あ
て
遺
物
が
あ
る
、
郎
ち
鳳
風
蘭
中
堂
正
面
庇
の

蕊
ぜ
あ
・
（
第
四
＋
七
圓
・
◎
）
・
れ
で
み
を
眉
の
位
嘗
幣

　
一
尺
一
寸
に
幸
し
、
下
端
か
ら
二
寸
一
分
七
五
の
こ
こ
ろ

帥
ち
総
巾
の
委
溺
の
ビ
こ
ろ
か
ら
始
る
。
眉
の
繰
形
の
よ

く
分
る
模
に
大
き
く
描
い
て
お
い
た
か
ら
、
其
下
等
は
圖

．
を
よ
く
槻
て
會
得
せ
ら
れ
度
い
。
兎
に
角
幸
ひ
に
古
い
の

が
残
っ
て
ゐ
π
の
で
、
此
時
代
の
形
が
分
る
の
で
あ
る
Q

　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
鎌
倉
時
代
　
に
な
る
ε
、
前
時
代
迄
に
引
か
へ
逡
物
は

可
な
り
澤
山
あ
る
か
ら
、
第
四
十
七
圖
の
⑤
・
＠
・
⑯
及

第
五
十
圖
⑬
に
四
つ
掻
け
掲
げ
て
画
い
た
。
照
破
風
や
起

破
風
は
、
凹
か
凸
か
に
反
っ
て
み
る
丈
け
で
大
し
て
鍵
化

も
な
い
か
ら
、
專
門
家
で
な
い
ε
一
寸
判
断
し
に
く
い
、

併
し
唐
破
風
の
方
は
其
形
が
各
時
代
で
随
分
に
異
り
、
劉

合
に
鋼
り
易
い
か
ら
、
重
に
其
方
の
例
を
示
し
元
の
で
あ

る
。

　
第
四
十
七
圖
に
於
炉
て
、
㊨
は
最
も
古
い
唐
破
の
一
で

あ
る
、
こ
れ
は
聖
君
院
内
陣
厨
子
の
夫
れ
で
、
曲
率
は
大

　
　
　
　
　
　
　
第
〔
酋
　
號
v
　
一
三
7
（
六
五
三
）
㌦

O
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き
ぐ
悠
然
と
充
分
に
爾
方
に
延
び
甚
だ
安
定
で
あ
る
㍗
聖

鍵
院
は
確
か
に
到
ら
ぬ
が
」
．
鎌
倉
時
代
に
建
て
ら
れ
た
機

で
あ
る
、
此
厨
子
も
唐
破
風
も
堂
ご
同
時
で
あ
る
か
ち
3

恐
ら
や
現
存
せ
る
最
古
の
唐
破
風
の
一
驚
い
鼠
事
が
欝
來

ゐ
、
其
断
面
は
◎
の
左
方
に
示
し
て
あ
み
が
、
◎
定
異
な

る
ε
こ
ろ
前
上
か
ら
看
位
の
せ
こ
ろ
に
、
」
深
い
薫
り
か
菩

が
あ
る
事
で
あ
ゑ
唐
破
風
は
皆
か
う
で
あ
る
9
噛
∴

　
＠
は
何
度
か
引
合
ひ
に
出
も
た
天
竺
機
建
築
た
る
上
醍

醐
経
石
の
内
に
あ
る
経
室
の
破
風
で
～
破
風
尻
甑
ち
遊
離

端
趣
け
を
掲
げ
た
が
↓
こ
～
に
」
此
時
代
の
木
鼻
の
夫
れ
に

似
淀
繰
形
が
あ
る
、
此
れ
が
大
に
注
意
を
要
す
る
の
で
詠

木
鼻
や
亡
帝
の
登
庸
と
同
じ
く
門
か
、
み
簡
波
な
繰
形
が

淡
し
で
馬
鹿
に
な
ら
ぬ
、
射
ち
第
四
十
七
圖
ば
⑱
ば
勿
論

第
四
十
八
㊨
・
⑥
、
第
四
十
九
圖
㊨
・
㊥
等
の
破
風
尻
の

繰
形
は
心
ご
」
れ
が
段
々
に
嚢
達
し
た
の
で
あ
る
。

－
、
第
山
ハ
虚
血
解
糖
黛
第
三
・
†
八
圖
の
㊤
に
ゅ
室
生
寺
灌
　
頂
Ψ
「

堂
の
破
風
を
出
し
て
お
い
た
が
誉
あ
れ
は
勿
論
堂
ご
同
時

　
　
　
二
型
巻
　

研
究
の
栞
　

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
疑
）

・
代
の
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
破
風
ど
し
で
は
、
．
懸
魚
亡
妻
ρ

て
細
動
い
㌧
標
本
で
あ
鬼
翼
　

，
，
㍑
．
、
・
3

ご
健
懸
業
堂
附
撰
水
所
の
破
風
が
の
を
蕩

嗣町

�
ﾝ
る
ご
甚
だ
、
㊨
に
似
て
み
る
が
、
下
～
の
方
の
切
．
込
み

深
《
顎
が
罰
合
に
澤
山
出
て
ゐ
ゐ
事
に
氣
が
り
ぐ
℃
，
が
み

う
、
其
格
好
は
罪
悪
に
ょ
う
し
い
、
此
は
貞
和
の
建
築
、

三
三
上
か
ら
は
南
北
朝
時
代
で
あ
る
が
、
．
建
築
史
上
か
む

は
鎌
倉
こ
し
で
も
、
室
町
ε
し
て
も
、
乃
至
鎌
倉
か
鉦
室

．
町
へ
の
過
渡
時
借
ε
し
て
む
、
ざ
れ
で
も
宜
し
い
。
一
第
鴎

回
の
時
断
つ
た
通
り
、
私
は
南
北
朝
の
合
無
風
を
鎌
倉
時

借
ビ
し
て
お
じ
だ
か
ら
、
こ
れ
は
鎌
倉
で
あ
る
。
第
五
十

圖
の
⑧
亦
然
レ
、
こ
礼
ば
本
堂
霞
陣
の
中
央
に
安
遣
ぜ
る

妻
入
厨
子
の
入
舞
屋
の
破
風
で
み
る
。
　
　
　
．

　
ド
も
　
ま
ヘ
ノ
へ
　
も

一
旨
室
町
時
代
ゆ
第
四
十
七
圖
に
於
い
て
は
⑬
．
・
㊦
が
此
降

代
に
厨
す
る
、
⑧
は
其
初
期
で
あ
　
る
が
、
・
破
風
尻
の
繰
形

及
び
其
彫
刻
の
自
由
は
木
鼻
の
ε
同
程
度
で
あ
る
。
㊦
は

寺
傳
に
よ
胤
ご
永
享
六
年
忌
建
築
で
み
る
さ
う
だ
が
、
“
此

　
　
　
　
　
　
　
第
四
聴
甲
　
　
　
田
川
蒜
五
　
　
（
山
ハ
五
七
）



　
　
　
第
・
入
巻
　
　
硬
究
の
粟
　
　
臨
本
古
建
築
獅
究
の
栞
ハ
策
八
羅
）

穽
殿
は
元
家
地
形
の
關
係
上
紳
殿
に
面
し
た
方
か
ら
は
入

れ
ぬ
》
向
て
右
手
か
ら
入
る
の
で
、
紳
殿
に
饗
し
て
側
面

が
舞
殿
の
正
面
に
な
っ
て
み
る
。

　
此
建
物
は
正
面
三
間
側
面
七
間
、
入
糠
屋
妻
入
総
素
木

邉
で
四
方
に
橡
を
廻
ら
し
、
各
部
の
木
翻
は
割
に
細
く
、

総
て
が
輕
快
で
屋
根
は
檜
皮
葺
、
正
面
中
央
の
間
に
は
、

少
し
の
澱
み
も
な
く
滑
か
な
曲
線
で
、
心
行
く
迄
に
左
右

に
延
び
た
軒
唐
破
風
（
即
ち
㊦
）
が
あ
り
、
中
の
間
は
再
開
板
扉

を
釣
込
み
、
脇
の
間
は
合
壁
だ
が
、
経
て
左
の
間
の
上
方

に
は
、
三
問
に
庭
劃
し
た
横
連
子
の
窓
が
つ
い
て
あ
る
、

そ
し
て
妻
飾
は
狐
格
子
（
後
）
で
、
唐
破
風
上
美
棟
ご
に

シ
　
シ
　
グ
チ

獅
子
ロ
（
第
四
十
七
謎
㊨
の
破
風
上
に
一
例
あ
り
、
後
繊
）
が
用
ひ
て
あ
る
、
故
に
此
建

物
に
面
す
る
時
は
、
恰
も
名
家
め
筆
に
成
っ
た
室
町
時
代

の
絡
懇
物
を
見
て
み
る
ご
同
じ
で
あ
る
。
場
駈
は
決
し
て

遽
く
は
な
い
か
ら
、
京
都
在
住
の
人
賦
是
葬
一
度
は
往
っ

て
槻
な
け
れ
ば
申
謬
の
な
い
位
な
、
何
ε
も
言
へ
ぬ
氣
持

の
い
、
建
築
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
某
一
部
を
な
せ
る
軒
．

　
　
　
　
　
　
　
餓
埋
瞬
號
　
　
　
一
一
二
山
ハ
　
（
六
・
五
入
）

唐
破
風
も
亦
、
偲
種
⑳
最
傑
作
の
“
つ
で
あ
る
。
其
入
母

屋
照
破
風
の
断
衝
は
第
四
＋
九
圖
⑥
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ス

同
じ
く
第
四
＋
九
圖
⑲
に
は
、
東
編
寺
東
司
（
蚤
驕

魂
瓢
）
の
妻
の
詳
細
を
出
し
て
お
い
た
、
こ
れ
は
切
破

風
で
、
細
み
に
近
づ
く
に
從
ひ
破
風
に
増
し
の
つ
く
工
合

も
勃
る
し
、
破
風
や
虹
梁
等
の
断
面
も
出
し
て
あ
る
か
ら

熟
覧
せ
ら
れ
度
い
。

　
次
は
⑧
の
東
大
寺
大
湯
屋
の
で
、
脚
は
左
程
じ
延
び
て

居
ら
澱
が
、
絡
好
頗
る
よ
ろ
し
く
捨
て
難
い
ご
こ
ろ
が
あ

る
、
等
五
十
一
圖
⑪
は
、
康
正
の
建
築
で
あ
る
二
王
堂
内

厨
子
の
照
破
風
の
一
部
で
、
断
・
面
を
み
る
ε
第
四
十
七
圏

の
⑤
・
＠
等
に
能
く
似
て
み
る
Q

　
直
言
降
心
。
第
四
十
入
圖
㊨
（
こ
れ
に
も
獺
子
口
が
つ
い
て
み
ろ
。
）
は
、
曲
形

決
し
て
悪
い
こ
ビ
は
な
い
が
、
全
燈
、
ビ
し
て
古
代
の
に
比

し
大
分
に
艶
書
し
だ
の
は
事
實
で
あ
る
、
淘
れ
が

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
ロ

　
江
戸
時
代
　
に
な
る
ご
、
例
へ
ば
同
圖
⑪
の
如
き
で
、

中
央
の
凸
部
が
爾
方
の
、
凹
部
か
む
駆
邉
ざ
れ
た
襟
に
見
え



●

る
、
換
君
す
れ
ば
中
央
に
荷
が
か
、
る
ご
や
．
其
重
量
で
中

央
部
が
垂
下
し
、
脚
は
爾
方
に
開
い
て
第
四
十
七
圖
の
諸

例
の
機
に
な
り
は
し
な
い
か
、
∵
ぜ
・
い
ふ
機
な
氣
が
す
る
。

師
ち
中
央
へ
か
、
つ
た
重
量
で
、
尻
が
爾
方
へ
．
た
り
さ
う

に
思
は
れ
る
O
　
τ
，

’
期
様
に
時
代
が
新
し
く
な
る
に
從
ひ
、
唐
破
風
は
漸
く

不
安
定
に
、
其
轡
曲
は
漸
く
深
く
な
り
、
明
治
・
大
正
仁

至
六
畜
々
甚
し
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
各
時
代
に
よ
る
形
の
轟
轟
を
順
々
に
見
て
み
て
は
、
馴

れ
ぬ
間
は
中
々
判
り
に
く
，
い
、
併
し
間
を
抜
い
て
初
め
ご

終
り
、
例
へ
ば
⑤
ご
⑪
ご
比
べ
れ
ば
、
悟
れ
に
も
違
ひ
は

鋼
る
、
守
屋
に
し
て
練
習
す
る
ド
｝
ぢ
き
に
判
る
楼
に
な
り

得
る
の
で
あ
る
◎

　
　
　
　
＊
　
、
　
　
・
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
由
小
　
　
　
　
　
＊

　
唐
破
風
に
於
い
て
は
、
中
央
帥
ち
一
番
高
い
こ
こ
ろ
及

爾
…
肩
の
ご
こ
ろ
へ
普
通
尖
っ
た
緊
張
を
つ
け
’
る
、
師
ち
此

等
の
部
分
は
茎
葉
線
（
Ω
の
ω
o
…
儀
）
に
似
た
形
に
な
る
、
此
を

　
　
　
第
入
谷
　
孫
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
第
八
圓
）

イ
バ
ラ

「
茨
」
（
9
巷
）
ご
い
ふ
鳶
格
好
上
つ
け
る
の
で
其
他
に
意

味
は
な
い
、
そ
し
て
茨
の
ε
こ
ろ
丈
け
は
蕩
然
破
風
板
は

巾
が
贋
ズ
な
る
。
破
風
に
茨
が
つ
け
ば
、
其
内
側
に
あ
る

ワ輪
極
に
も
凝
然
茨
が
つ
く

　
唐
破
風
に
茨
の
な
い
の
も
あ
る
さ
う
だ
が
、
私
は
つ
い

氣
が
つ
か
な
く
て
實
例
を
翠
げ
か
ね
る
、
雛
準
形
本
等
に
あ

る
ま
つ
い
圖
に
も
殆
ん
ざ
総
て
茨
は
つ
け
て
あ
る
、
こ
れ

が
な
く
て
は
締
り
が
な
く
て
甚
だ
工
合
が
悪
か
ら
う
。
茨

が
な
い
の
が
あ
っ
て
も
、
恐
ら
く
溢
れ
は
新
し
い
も
の
で

あ
り
、
古
い
の
に
は
必
ず
茨
附
ピ
い
ひ
得
る
ご
患
ふ
。

　
照
破
風
で
は
、
上
の
方
の
巾
を
、
「
腰
」
穿
ち
中
央
の
巾

さ
よ
り
廣
く
す
る
、
そ
う
し
な
い
と
格
好
の
ビ
れ
澱
事
は

前
北
も
述
べ
た
。
そ
こ
で
江
戸
時
代
に
な
る
ざ
、
他
の
細

部
ご
同
楼
に
割
出
　
し
方
が
決
め
ら
れ
て
み
る
。
第
四
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
ワ
ケ

圖
は
其
一
例
で
、
此
れ
に
よ
る
ご
、
振
分
（
二
等
分
の
こ
定
）
を
腰
ビ

定
．
め
、
腰
の
ゆ
さ
を
十
等
分
し
、
其
巻
を
「
垂
み
」
と
し

（
圃
の
△
印
）
、
上
の
方
の
巾
さ
は
腰
の
夫
れ
に
三
分
置
し
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
三
七
　
（
六
五
九
）



　
　
　
第
八
巷
　
研
究
の
栞
　
日
本
宵
建
築
概
究
の
栞
（
第
入
翻
）

で
腰
の
巾
は
、
破
風
の
全
長
の
養
の
s
∬
、
郎
ち
禽
に
し
て

あ
る
。

　
第
四
十
七
・
八
・
九
の
三
圖
に
於
い
て
、
◎
・
＠
・
⑬

㊨
・
㊧
の
五
断
面
を
比
較
し
て
み
る
ご
、
各
た
や
一
つ
“

、
の
例
で
は
あ
る
が
、
各
時
代
に
ご
の
位
の
違
ひ
あ
る
か

ご
い
ふ
事
が
判
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
各
時
代
に
渡
り

比
較
研
究
を
す
る
ε
説
明
を
要
せ
す
し
て
誰
人
に
も
其
時

多
寄
に
良
否
を
判
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

破
風
面
に
其
全
長
に
洛
ひ
て
繰
形
（
即
ち
眉
）
を
つ
け
る
の

も
…
軍
調
を
破
る
営
め
の
一
種
の
装
飾
で
め
る
事
勿
論
で
あ

底
が
、
其
面
へ
所
々
飾
金
具
を
打
つ
の
も
、
或
は
破
風
全

膿
を
飾
金
具
で
包
み
更
に
飾
金
具
を
打
つ
の
も
、
尻
に
繰

形
を
つ
け
る
の
も
、
無
論
可
成
立
派
に
よ
く
見
せ
や
う
こ

い
ふ
に
他
な
ち
ぬ
、
併
し
何
れ
の
場
合
に
も
過
ぎ
た
る
は

及
ば
ざ
る
が
如
し
で
、
破
風
全
膿
を
飾
金
具
で
包
み
更
に

其
上
を
飾
っ
た
の
等
は
、
京
都
市
束
本
願
寺
に
七
並
が
あ

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
が
、
し
つ
、
こ
く
て
重
過
ぎ
て
始
末
に
悪
い
、
臼
お
上
う

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
幅
コ
一
入
　
　
（
山
回
山
ハ
0
）

さ
ん
を
威
即
す
る
に
は
都
合
が
よ
か
ら
う
が
、
美
術
眼
で

親
る
と
薩
張
戚
心
は
出
來
な
い
。

　
日
光
の
諸
建
築
に
於
い
て
み
る
…
機
に
破
風
一
面
に
幾
何

模
様
を
刻
し
、
全
腔
に
金
箔
を
置
き
要
所
々
々
に
金
銅
飾

金
具
を
打
つ
た
の
も
結
果
は
右
同
楼
で
あ
る
。
破
風
等
は

元
仁
こ
ん
な
事
を
す
べ
き
で
な
い
の
で
あ
る
。
図
形
も
陽

明
門
や
唐
門
の
は
、
全
書
し
て
は
花
頭
窓
（
腋
）
か
ら
考

へ
た
機
な
形
を
し
て
み
る
し
、
爾
方
共
準
の
中
央
に
は
懸

魚
の
様
な
も
の
が
つ
い
て
み
る
が
、
妻
に
は
な
い
か
ら
意

匠
上
よ
り
槻
る
ご
頗
る
珍
ら
し
く
、
眞
に
前
入
墨
登
で
あ

る
が
、
形
の
上
か
ら
い
ふ
ご
遣
憾
な
が
ら
不
満
足
な
も
の

で
あ
る
、
殊
に
此
等
の
妻
の
破
風
は
見
な
れ
ぬ
せ
い
も
あ

ら
う
が
ざ
う
も
仕
服
出
來
か
ね
る
、
就
中
専
門
の
は
間
が

狡
い
の
に
強
い
て
正
面
の
ビ
同
じ
高
さ
に
し
セ
せ
い
か
、

深
遇
ぎ
て
全
く
始
末
に
悪
い
。

　
尻
に
つ
け
る
繰
形
i
勿
論
つ
け
る
と
は
限
ら
訟
、
つ

け
る
場
合
の
こ
ご
を
言
ふ
の
で
あ
る
一
も
、
初
め
の
う



ち
は
い
、
が
、
後
世
起
な
る
に
つ
れ
て
無
暗
に
飾
を
つ
け

る
…
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
墾
考
の
た
め
㊨
・
㊥
に
雛
形

本
か
ら
轄
爲
し
て
お
い
π
o

第
十
九
　
　
懸

魚

懸
魚
は
掛
魚
ご
も
か
き
「
ゲ
ギ
・
」
8
登
聾
す
る
。
破
風

に
つ
き
も
の
で
、
往
昔
よ
り
現
・
今
に
至
る
迄
破
風
の
舞
み

に
殆
ん
ご
必
ず
下
っ
て
み
る
、
勿
論
構
造
上
に
は
此
亦
必

要
憂
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
は
な
く
、
軍
に
装
飾
で
あ
る

が
、
無
い
ざ
格
好
が
ご
れ
な
い
。
『
和
漢
三
才
圖
絡
』
に
は

鱗
五
十
圖
㊦
・
第
五
・
十
一
圖
⑤
の
…
標
な
圖
を
描
き

　
按
懸
魚
作
魚
尾
形
以
隠
棟
桁
端
水
物
防
火
之
意
乎
後
異

　
製
作
花
形
有
数
品
近
頃
禁
民
家
置
之
囎
醐
古
手
瀦
堀
之

ご
あ
る
、
負
事
に
就
て
は
ま
た
後
に
一
言
す
る
が
、
兎
に

角
懸
魚
ビ
い
ふ
の
は
其
中
央
に
下
っ
て
み
る
木
片
の
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
レ

で
、
其
爾
方
に
飾
の
あ
る
場
合
に
は
、
其
飾
を
「
鰭
」
ご
い

ふ
。
昔
し
の
に
は
鰭
は
な
か
つ
淀
ら
う
。
鰭
は
鎌
倉
蒋
代

　
　
　
第
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
同
）

以
降
で
あ
ら
う
。
第
四
十
九
圖
⑳
・
五
十
⑬
・
五
十
一
⑪

五
十
二
㊧
等
に
鰭
附
の
が
か
い
て
あ
る
Q

　
破
風
が
割
合
に
小
さ
い
時
は
中
央
に
一
つ
下
っ
て
み
る

丈
け
だ
が
、
小
し
大
き
く
な
る
ε
桁
の
ご
こ
ろ
へ
も
下
げ

る
、
だ
か
ら
合
計
三
つ
あ
る
、
「
一
桁
の
ご
こ
ろ
へ
下
げ
て

　
　
　
　
ケ
タ
カ
ク
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ
り

あ
る
の
を
「
桁
隠
」
「
桁
隠
懸
魚
」
又
は
「
降
懸
魚
」
ご
呼
び
、

中
央
の
「
懸
魚
」
ご
属
別
す
る
。
こ
れ
は
麿
破
風
で
も
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ノ
ケ
ト
ホ
シ

で
あ
る
が
、
此
場
合
に
は
中
央
の
を
一
に
「
兎
毛
並
」
叉
は

「
兎
毛
蓮
懸
魚
」
ご
も
い
ふ
、
そ
し
て
若
し
爾
方
に
も
小
さ

い
の
が
あ
っ
た
時
に
は
、
「
桁
隠
」
ご
い
ふ
丈
け
で
「
降
」
ご

は
言
は
ぬ
Q
第
四
十
七
圖
⑤
に
は
葦
毛
涌
…
8
桁
隠
ご
あ
る

が
、
⑯
・
㊦
・
四
十
八
⑧
・
⑪
は
兎
毛
蟹
女
け
で
あ
る
。

　
例
に
よ
り
分
類
を
す
る

　
）
　
　
キ
リ

（／（ノ・）（・）

切
懸
魚
。
六
角
形
で
破
風
に
接
せ
ざ
る
早
撃
が
薩

線
よ
り
成
れ
る
も
の
（
第
五
十
二
圖
㊨
）

ウ
ツ
バ
チ

梅
鉢
懸
魚
。
同
曲
線
よ
り
成
れ
る
も
の
（
同
）
。

カ
ビ
カ
タ
　
　
　
　
　
　
カ
ビ
ガ
シ
ラ

貝
形
（
叉
は
貝
頭
）
懸
魚
　
（
同
）
。

　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
二
九
　
　
（
六
山
ハ
一
）



第
入
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
短
調
欝
建
築
研
擁
の
粟
（
鎮
入
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號

第
X
＋
圖
懸
魚
其
き
鎌
倉
蒔
賦
⑤
。
．
．
．
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
説
○
　
（山

月R

n
ニ
）

め
　
　
レ
　
サ
バ
が
の
ぬ
　
ロ
　
ダ
サ
や

船
禽

θ

乙
吊
都
「
市
塾
灘
（
麺
守
λ
ニ
マ
℃

　
　
ノ

／
　
　
山
城
合

二
∴
O
・
ぴ
△

岬
鯉
「



V幼
／
．
藤
畷

第
入
谷
、
　
研
究
の
栞

餓
X
±
圖
懸
魚
昇
戴
＼
　
章
都
甲
嚢
馨

　
　
ギ
　
お
　
　
　
　
な
　

⑤
舜
．
．
．
．
．
．
鰍
驚
喜

閥
髄
一
．
．
．
艶
ツ
＼
＼
¶

｝
鑑

①
百
舌
復
製
．
三
．
X
．
三
．
夷

糠
渾
　

大
．
」
三
塚
秤
．
軌

　
　
戴
轟
膿

鍵
馨
。

田
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
睡
）

第
四
號
　

一
四
一
（
六
六
三
）



第
入
巷
ノ
　
　
二
世
の
栞
　
　
　
母
本
縄
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
掴
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
藩
閃
門
號
　
　
　
自
，
四
二
　
　
（
六
六
四
）



　
　
　
　
カ
リ
マ
タ

　
ニ
　
雁
股
懸
魚
、
　
同
）
。

　
N
　
ユ
ビ
ワ
タ

　
ホ
　
結
綿
懸
魚
Q
（
同
）
o

　
（
以
上
五
種
第
五
十
二
圖
の
右
下
に
噛
め
て
か
い
て
あ
る
、

梅
鉢
懸
魚
で
は
同
圖
⑤
の
が
一
寸
古
い
。
李
治
物
語
糟
懇

に
は
、
建
造
物
の
桁
が
圓
く
、
板
慕
股
を
お
き
、
破
風
に

は
十
一
の
懸
魚
（
拝
み
に
一
匹
に
「
降
」
沸
デ
五
一
棚
田
）
の
下
っ
て
み
る
絡

が
描
い
て
あ
る
、
除
り
多
過
る
か
ら
こ
れ
は
論
…
察
事
で
あ

る
。
其
他
大
概
の
総
…
下
物
に
は
建
造
物
の
給
が
あ
る
、
だ

か
ら
大
概
破
風
ご
懸
魚
こ
の
絡
が
あ
る
。
併
し
此
等
の
絡

魅
に
あ
る
建
萢
物
は
、
屋
根
迄
か
い
て
あ
る
の
は
多
く
門

で
あ
る
か
ら
か
、
或
は
描
く
の
が
手
数
な
の
で
遅
参
に
し

た
の
か
、
大
概
切
懸
魚
か
梅
鉢
懸
魚
が
か
い
て
あ
る
。

　
）
　
　
カ
プ
ラ

（へ（ト）

蕎
懸
魚
○
（
第
五
十
一
圖
㊧
・
五
十
二
㊧
・
五
十
四

㊨
・
①
）
。

イ
ノ
メ
猪
目
懸
魚
、
心
臓
形
叉
は
瓢
祥
忌
の
憩
研
又
は
塞

所
を
町
鳶
に
有
す
る
も
の
。
例
多
し
、
例
へ
ば
第

五
＋
圖
の
は
全
部
さ
う
で
あ
る
。

第
入
子
　
研
究
の
栞
　
二
本
宵
建
築
研
究
の
粟
（
第
入
圃
）

（チ）（ジ）

大
面
こ
の
位
で
、

　
右
の
内
、

る
、
其
他
鰭
が
つ
い
て
み
る
時
、
其
鰭
が
雲
形
・
物
言
・

若
葉
形
勝
で
あ
る
に
よ
り
、
夫
れ
一
品
懸
魚
∵
浪
懸
魚
・

若
葉
懸
魚
ご
呼
ぶ
の
で
、
此
場
合
は
懸
魚
の
本
心
は
問
題

に
し
な
い
、
夫
れ
か
ら
新
し
く
な
る
ご
、
懸
魚
其
物
が
龍

で
あ
っ
た
り
、
飛
ん
で
み
る
鶴
で
あ
っ
た
り
、
・
草
花
で
あ

っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
第
五
十
岡
以
下
五
枚
の
圓
版
は
、
懸
魚
の
み
数
十
種
か

い
て
お
い
た
か
ら
、
少
し
注
意
し
て
研
究
す
る
ご
、
木
鼻

や
墓
股
ご
同
じ
く
、
時
代
の
憂
遜
に
件
ふ
標
式
の
憂
化
が

可
な
う
多
い
か
ら
、
誰
人
に
も
容
易
に
時
代
の
鑑
別
を
す

　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
四
丁
　
　
　
一
献
一
二
　
（
六
六
五
）

ヒ
ツ
ハ
ナ

三
花
懸
魚
。
（
第
五
十
一
圖
・
五
十
四
㊨
の
機
な
も

の
）
。

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
重
懸
魚
◎
ハ
・
二
・
ホ
・
へ
等
ご
同
じ
く
劉
合

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
（

に
新
し
い
も
の
、
圖
示
し
な
か
っ
た
が
形
は
決
し

て
よ
く
な
い
。

　
　
　
　
細
か
ぐ
分
け
た
ら
ま
だ
出
凍
や
う
。

　
　
猪
臼
懸
魚
が
最
も
古
く
且
つ
最
も
普
麺
で
あ



　第x十糸圖燧魚激談　鎌倉　　笑

　　　　　　　　　　　　園町嘲＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　レげ　　　　　　　　　◎で％集

　　　　　　　　　　　　磁擁

加・シ轡盤院瞬朧二種　、詣．＿　　舞



第

蓉eeAV＋癖圖曜鰻麺町馳、f時ffK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴぼニひ　　ニむ

　　　　　　　csMt　l5
　　　　　ロニリゆ
　　碗喩㊧。
　　お三．・凸。；六

第
四

一
四
｝
血
　
（
六
山
ハ
七
）

　　　　　　　　rdy

⑤晶

　ご
　　A
岡上蒲隠

璽＼

四三・一〇’汽

　　　tS＝’一一’iC　　　　向上勉毛鑑

　　ダ、



　
　
　
第
入
巻
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
業
（
第
入
嘱
）

る
事
が
出
宣
る
の
で
あ
る
Q
爲
念
書
き
添
へ
る
が
、
此
孟

枚
の
國
に
は
、
便
宜
普
通
の
形
の
を
初
め
の
三
枚
へ
、
唐

破
風
等
の
を
後
の
二
枚
へ
凡
そ
年
代
順
に
描
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
其
積
り
で
覧
ら
れ
旧
い
。

　
現
今
我
國
の
建
造
物
に
残
存
せ
る
最
古
の
標
本
は
、
点

語
置
上
鎌
倉
時
代
ビ
推
定
さ
る
、
の
で
、
経
れ
よ
り
古
い

の
は
獲
っ
て
居
ら
滋
ら
し
い
。
奈
良
市
新
藥
師
寺
本
堂

（天

N
？
）
の
入
母
屋
の
破
風
に
下
っ
て
み
る
の
は
、
可
な
り

古
い
機
で
あ
る
が
、
鎌
倉
で
は
な
い
か
ご
豫
て
か
ら
考
へ

て
る
る
、
尤
も
屋
根
迄
登
っ
て
そ
ば
で
覧
た
事
は
な
い
が

摺
本
は
も
っ
て
み
る
か
ら
、
こ
れ
を
書
く
ご
き
其
摺
本
を

出
し
て
み
て
考
へ
た
が
、
ざ
う
も
い
つ
頃
の
も
の
か
鋼
然

せ
訟
、
だ
か
ら
豫
て
の
通
り
鎌
倉
に
し
て
お
く
。

　
何
に
し
て
も
、
此
れ
は
薄
い
木
を
外
罫
線
ご
内
熱
線
ビ

の
集
り
の
…
擬
な
一
種
の
形
に
刻
み
、
其
上
表
面
に
心
臓
型

や
瓢
箪
型
の
孔
を
明
け
、
若
し
く
は
深
く
減
り
凹
め
、
そ

し
て
而
も
高
い
最
も
風
雨
に
曝
さ
れ
る
所
へ
下
げ
て
お
く

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
順
四
山
ハ
　
（
山
流
六
八
）

の
だ
か
ら
ハ
永
く
保
た
ぬ
の
は
當
然
で
あ
る
Q
破
風
す
ら

卒
安
以
前
の
は
獲
っ
て
居
ら
繊
、
懸
魚
の
鎌
倉
以
前
の
が

白
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
故
に
飛
鳥
・
奈
良
・
準
安
三
時

代
の
懸
魚
は
、
破
風
ご
同
じ
く
想
像
す
る
響
け
で
、
遺
物

か
ら
適
確
に
断
言
す
る
事
が
出
來
訟
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
併
し
乍
ら
、
飛
鳥
時
代
に
懸
魚
の
あ
っ
た
轟
け
は
動
か

ぬ
、
遜
れ
は
例
の
天
馬
國
曼
茶
羅
の
鍍
楼
を
み
て
も
詣
る

の
だ
か
ら
、
有
無
は
問
題
に
な
ら
澱
が
形
が
剣
ら
な
い
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
其
形
を
考
へ
て
み
る
ご
、
あ
の
時
代
の

模
様
は
蓮
・
寳
相
読
・
忍
言
が
重
に
用
ひ
ら
れ
た
、
だ
か

ら
先
づ
大
言
の
輪
廓
は
後
世
の
も
の
こ
大
差
な
く
、
た
や

濁
れ
が
便
化
し
た
怨
多
よ
り
成
り
、
二
目
は
先
づ
中
央
に

一
つ
で
、
上
部
の
李
た
い
黒
地
に
装
飾
ご
し
て
、
金
銅
の

六
辮
花
（
整
無
量
糠
辮
響
又
は
入
鍵
花
（
悪
難
騰

謡
初
）
、
帥
ち
後
世
の
六
葉
に
相
當
す
る
も
の
1
今
の
法

隆
寺
金
堂
懸
魚
に
於
い
て
み
る
如
き
一
を
打
つ
た
の
で

あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
o



　
　
　
ぬ
　
ゐ
　
も
　
も

　
次
の
奈
良
時
代
ぽ
前
に
も
書
い
た
章
動
、
大
し
て
破
風

を
珊
ゆ
る
折
も
な
か
っ
た
ら
し
い
、
破
風
が
な
く
ば
懸
魚

は
な
い
の
で
、
其
逡
歩
登
達
は
彼
尋
常
に
併
行
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

の
で
あ
る
、
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
も
李
安
後
期
へ
來
て
大

分
に
い
、
形
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
併
し
墓
肢
ε
同
じ
く

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ほ
ん
ぜ
う
の
い
y
形
は
鎌
倉
時
代
へ
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ

た
ら
う
。

　
斯
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
懸
魚
に
嘉
し
て
は
、
鎌
倉

以
降
現
今
に
至
る
迄
の
を
圖
示
し
、
墾
遷
を
説
明
し
形
を

批
評
す
る
に
止
る
の
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
鎌
倉
時
代
。
第
四
十
七
圖
㊨
’
・
第
五
十
圖
◎
一
⑧
及

第
五
十
三
圖
◎
・
④
・
②
・
⑰
・
（
⑫
・
◎
・
㊨
の
十
七
圖

に
就
て
み
る
ご
、
⑫
を
除
い
た
獲
り
全
部
は
所
謂
「
猪
目

懸
魚
」
で
あ
る
、
兎
毛
箒
を
別
ご
し
て
第
五
十
圖
の
丈
け

で
は
、
桑
都
が
雛
線
的
曲
線
よ
り
成
っ
て
居
り
、
稀
に
⑩

の
如
く
最
上
部
に
抑
揚
あ
る
線
が
用
ひ
て
あ
る
、
そ
も
て

普
通
一
般
に
上
部
瓢
戦
域
の
上
適
當
な
ビ
こ
ろ
に
、
四
葉

　
　
　
第
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
圃
）

五
葉
・
⊥
中
葉
等
を
つ
け
る
、
此
は
木
製
の
…
場
合
ご
金
属
製

の
場
合
ご
あ
る
、
此
六
葉
も
勿
論
時
代
に
よ
っ
て
大
分
に

形
は
異
な
る
が
、
今
は
措
き
後
に
飾
金
具
を
記
す
時
木
製
，

の
も
金
艦
製
の
も
一
所
に
ま
こ
め
て
書
く
事
に
す
る
。

　
第
五
十
圖
の
◎
は
、
春
日
堂
の
懸
魚
の
装
飾
の
爲
め
に

其
表
面
へ
打
つ
た
飾
金
具
で
あ
る
。
此
堂
は
私
は
今
で
も

鎌
倉
初
期
ビ
推
定
し
て
み
る
。
此
は
小
さ
い
が
此
ご
並
び

建
て
る
自
山
堂
（
其
慕
股
に
ご
十
二
岡
㊨
・
㊧
に
あ
る
）
ご
共
に
、
宇
治
上
都
　
魁
本

殿
に
亜
ぐ
古
い
建
物
で
あ
る
。
今
此
飾
金
具
を
み
る
に
猪

目
は
少
し
中
央
に
寄
り
過
ぎ
て
み
る
が
西
其
輪
廓
は
中
々

よ
ろ
し
い
、
殊
に
面
自
い
の
は
中
央
の
猪
目
で
、
上
の
方

が
黙
線
の
如
く
膨
む
ご
所
謂
「
瓢
箪
」
に
な
る
、
恐
ら
く
こ

れ
絃
現
存
の
最
古
式
の
懸
魚
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
古
い
の
は
㊨
で
、
寛
元
元
年
に
出
盛
た
（
少
な
く
書
興
須
彌
壇
が
）

當
麻
寺
曼
茶
羅
堂
の
後
側
に
附
即
し
て
み
る
専
一
棚
の
で

あ
る
、
此
で
は
最
早
中
央
の
が
瓢
箪
に
な
っ
て
み
る
、
此

は
小
さ
く
て
六
葉
を
打
つ
場
所
が
な
い
、
こ
れ
た
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
七
　
（山

ьR

n
九
）



　
　
　
第
入
巷
　
研
究
の
栞
　
臼
塞
宵
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
剛
）

ぐ
て
初
め
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
＠
は
稀
に
み
る
い
、
形

急
勾
配
の
こ
こ
ろ
に
つ
け
た
降
懸
魚
ご
し
て
は
、
格
好
に

於
い
て
先
づ
申
分
は
な
い
Q
⑩
は
右
上
に
抑
揚
の
あ
る
曲

線
が
用
ひ
て
あ
る
例
、
界
標
な
線
を
王
部
に
用
ゆ
る
は
、

重
に
室
町
時
代
以
降
で
、
鎌
倉
で
は
少
な
い
…
標
に
心
得
て

み
る
Q

　
㊦
・
⑧
は
異
形
の
例
に
暴
げ
て
お
い
だ
。
㊦
で
は
下
部

が
二
つ
に
割
れ
て
み
る
、
こ
、
に
於
い
て
初
め
て
「
魚
尾
の

形
を
作
っ
て
以
て
棟
桁
の
端
を
隠
す
水
物
火
を
防
ぐ
の
意

か
」
ざ
い
ふ
『
三
才
岡
絡
』
の
説
の
出
所
が
判
っ
た
の
で

あ
る
、
う
ま
く
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
其
實
懸
魚
の
下
の

方
が
ε
れ
て
了
っ
て
、
一
番
上
の
爾
…
方
へ
働
き
上
つ
だ
部

分
牽
け
が
残
っ
た
形
で
あ
る
、
一
寸
み
る
ご
非
常
に
撃
っ

て
る
る
様
で
あ
る
が
、
能
く
槻
る
ビ
擦
は
明
か
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

此
維
画
け
見
て
み
る
ビ
い
や
に
長
い
…
糠
で
あ
る
が
師
慶
賀

円
に
下
っ
て
み
る
ε
こ
ろ
は
決
し
て
間
が
抜
け
て
は
み
な

い
、
の
み
な
ら
す
立
派
に
装
飾
に
な
っ
て
み
る
。
序
に
断

　
　
　
　
　
　
　
銘
四
二
　
　
一
四
入
　
（
六
七
〇
）

つ
て
お
く
が
、
蓮
花
門
に
も
斯
様
な
の
が
つ
い
て
み
る
、

併
し
あ
れ
は
五
六
年
前
大
修
繕
の
瑚
、
慶
賀
門
の
を
み
て

興
心
し
た
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
あ
れ
は
機
式
は
鎌
倉
だ
が

材
料
及
び
製
作
は
厳
く
新
し
い
の
で
あ
る
。
⑧
は
峰
定
寺

本
堂
の
屋
根
裏
か
ら
蒼
黒
し
た
も
の
、
全
然
下
部
の
装
飾

を
敏
い
て
る
る
か
ら
、
つ
ま
り
魚
な
ら
尾
が
切
れ
て
了
つ

た
の
だ
、
火
伏
の
禁
厭
に
な
る
か
ざ
う
か
、
此
れ
で
は
請

合
は
れ
ぬ
が
、
形
ビ
し
て
は
珍
ら
し
い
、
併
し
整
っ
て
み

な
い
、
⊥
ハ
葉
の
つ
け
方
も
ぞ
ん
ざ
い
で
曲
っ
て
み
る
、
懸

魚
其
物
も
い
～
加
減
に
造
っ
た
の
で
あ
る
。
此
二
っ
は
違

例
ご
し
て
別
辞
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
⑬
は
鰭
の
あ
る
例
、
此
時
代
に
鰭
が
あ
る
の
は
此
亦
珍

ら
し
い
。
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
木
鼻
が
登
達
し
た
事
は
既

に
第
五
窓
第
四
號
に
述
べ
た
、
帥
ち
第
二
十
六
圖
i
殊

に
其
上
部
十
数
種
」
の
原
始
木
鼻
の
何
れ
か
や
、
◎
・

㊨
等
の
縁
側
に
つ
い
た
だ
し
た
ら
、
郎
ち
⑧
に
な
る
、
こ

れ
位
の
事
を
考
へ
出
せ
ぬ
事
は
な
い
の
み
な
ら
す
、
考
へ

．



田
す
の
は
定
心
の
順
序
で
あ
る
、
拐
て
か
う
し
て
み
る
と

鰭
の
な
い
の
よ
り
大
分
賑
か
で
あ
る
、
誰
か
當
時
頭
の
い

・
、
建
築
家
が
考
へ
て
施
工
し
た
、
r
そ
こ
で
鳴
れ
が
新
工
風

ε
い
ふ
の
で
評
鋼
に
な
り
皆
瀬
似
を
し
だ
し
た
、
か
く
も

て
鰭
が
登
達
し
た
の
で
あ
ら
う
。
か
う
考
へ
る
ご
此
の
山

城
の
山
奥
に
あ
る
現
代
ε
没
交
渉
の
寺
が
ゐ
頗
る
興
味
あ

　
る
も
の
に
な
っ
て
來
る
。
，
　
．
、
　
，
』

　
次
に
唐
破
風
ε
槌
破
風
の
を
み
る
ご
、
第
五
十
三
圖
の

◎
ご
④
ご
で
あ
る
が
、
其
形
士
風
だ
完
好
、
併
し
署
し
い

事
に
江
戸
時
代
に
な
っ
て
多
少
の
手
入
を
し
穴
、
郎
ち
光

ち
も
て
立
涙
に
見
せ
る
つ
も
り
で
、
、
其
面
に
金
銅
飾
金
具

を
打
っ
て
、
い
、
形
を
隠
し
て
了
つ
た
、
㊧
・
㊥
は
印
ち

此
金
具
で
あ
る
っ
鎌
倉
ぜ
江
戸
と
で
断
言
に
ご
れ
位
の
差

が
あ
る
か
、
．
比
べ
て
み
れ
ば
説
明
の
必
要
は
あ
る
ま
い
Q

．
鎚
の
で
は
⑥
が
傑
出
し
て
み
る
、
こ
れ
丈
け
い
、
形
は

め
つ
だ
に
な
い
、
ρ
◎
・
㊨
は
李
凡
画
殊
に
⑤
は
頗
る
物
足

ら
澱
。
鍵
っ
て
み
る
の
は
⑫
で
橘
唐
草
で
あ
る
、
第
五
十
二

　
　
　
第
入
谷
　
研
究
の
栞
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
圓
）

圖
㊨
の
様
な
懸
魚
は
、
江
戸
時
代
に
討
っ
て
塵
落
の
結
果

出
來
た
の
で
は
あ
ら
う
が
、
其
源
は
遠
く
鎌
倉
時
代
に
登

し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
（
第
六
谷
第
【
號
第
一
四
入
頁
上
段
終
よ
り
占
ハ
。
七
行
謬
照
）

　
も
　
　
ゐ
　
へ
　
も

．
室
町
時
代
。
第
四
十
七
圖
⑩
・
㊦
、
第
四
十
八
圖
⑧
、
」

第
四
十
九
岡
⑳
、
第
五
十
圖
㊨
．
第
五
十
一
圖
全
部
、
第

五
十
三
圃
㊨
・
◎
・
⑥
，
第
五
十
四
圖
㊥
1
⑥
の
二
十

四
は
何
れ
も
此
時
代
に
屡
す
る
も
の
で
あ
る
。
，

・
右
の
官
爵
四
十
九
圖
の
㊥
は
、
周
園
に
輪
廊
が
あ
り
、

鰭
も
同
じ
様
な
繰
形
を
二
つ
繰
返
し
て
み
る
の
は
能
が
な

い
襟
に
見
ゑ
る
が
、
’
こ
れ
は
第
五
十
圖
⑱
か
ら
來
た
形
で

あ
る
、
⑱
の
鰭
を
も
う
少
し
懇
さ
込
み
、
二
つ
繰
返
す
ご

こ
れ
が
出
論
る
、
建
造
物
の
年
代
も
其
順
序
に
な
っ
て
み

る
。
夫
れ
か
ら
周
圃
に
輪
廓
…
を
ご
る
の
は
、
後
世
に
は
澤

山
あ
る
が
鎌
倉
に
は
見
當
ら
諏
様
で
あ
る
由
し
て
み
る
ピ

斯
襟
な
細
工
を
し
だ
し
た
の
は
此
時
代
か
ち
か
も
知
れ
な

い
Q．

第
五
十
一
圖
⑪
は
最
も
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。
此
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
叫
四
九
　

（山

n
・
七
一
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
入
観
）

ミ
ツ
ハ
ナ

コ
ニ
花
懸
魚
」
で
あ
る
ご
こ
ろ
を
み
る
ε
、
此
種
の
懸
魚
は

此
・
時
代
か
ら
鼎
　
來
た
の
で
あ
ら
う
。
も
一
つ
は
其
鰭
で
、
“

翼
の
魚
形
が
ま
る
彫
を
し
て
つ
け
て
あ
る
。
厨
子
は
切
妻

造
で
懸
魚
は
東
側
ε
西
側
ご
に
あ
り
、
從
て
其
鰭
を
な
し

て
み
る
魚
は
四
尾
な
る
が
、
四
つ
の
う
ち
西
側
の
向
て
左

の
が
一
番
形
が
よ
く
、
、
且
つ
其
鰭
の
出
る
附
近
の
彫
刻
も

皆
多
少
の
相
違
が
あ
る
が
、
大
し
た
事
で
は
な
い
か
ら
圖

に
向
て
左
の
、
」
番
い
、
形
を
ご
つ
て
右
側
へ
も
っ
け
て

お
い
た
、
だ
か
ら
財
物
ご
は
多
少
の
差
が
あ
る
、
だ
か
ら

諸
君
子
が
實
地
を
視
察
さ
れ
た
ご
き
、
此
圖
ε
現
物
ご
の

相
違
を
答
め
給
は
ざ
ら
ん
事
を
希
ふ
の
で
あ
る
。

　
耀
て
前
に
記
し
た
「
三
才
圏
絡
」
の
説
の
、
懸
魚
を
魚
尾

の
形
に
作
っ
た
の
は
、
火
防
の
禁
厭
ら
し
い
こ
い
ふ
の
は

果
し
て
そ
こ
迄
考
へ
た
の
か
ご
う
か
、
恐
ら
く
著
者
の
憶

説
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
が
、
今
の
場
合
、
水
ご
離
る
べ

か
ら
ざ
る
閣
係
の
あ
る
魚
を
其
儘
鰭
に
用
ひ
た
の
は
、
こ

剃
こ
る
「
水
物
防
火
意
」
で
あ
ら
う
、
何
れ
に
し
て
も
面
自

　
　
　
　
　
　
　
第
閃
門
盤
　
　
　
一
王
○
　
　
（
山
ハ
・
七
二
）

い
例
で
、
私
の
様
な
古
色
蒼
然
難
の
間
に
は
甚
だ
有
名
な

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
カ
ブ
ラ

　
㊥
は
灰
謂
蕎
懸
魚
。
か
、
る
形
も
前
時
代
に
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
普
通
四
葉
叉
は
六
葉
を
つ
け
る
所
へ
、
櫻

の
花
ε
葉
ビ
蕾
ざ
を
つ
け
た
の
は
珍
で
あ
る
、
恐
ら
く
他

に
類
例
は
あ
る
ま
い
。

　
木
鼻
や
墓
股
ご
同
じ
く
、
前
時
代
迄
は
其
面
目
で
あ
っ

た
の
が
、
室
町
へ
來
る
ご
漸
く
技
巧
を
弄
し
だ
し
た
の
で

あ
る
、
斯
様
に
髪
冠
を
し
て
來
た
が
、
こ
れ
蠣
瞳
落
の
第

一
歩
で
あ
る
。

　
㊨
も
亦
魚
尾
式
、
併
し
時
代
が
一
つ
下
る
丈
け
に
形
は

第
五
十
岡
㊦
よ
り
お
ち
る
、
大
瓢
箪
の
上
に
は
四
葉
が
つ

け
て
あ
る
。
歪
形
は
同
圃
㊥
の
中
央
の
部
分
が
こ
れ
て
了

つ
た
こ
思
へ
ば
い
＼
、
・
此
時
代
に
な
る
ご
蕎
懸
魚
が
あ
る

丈
け
に
、
此
種
の
懸
魚
の
出
來
る
順
序
を
考
へ
易
い
の
で

あ
み
。

一
㊧
・
㊨
・
㊦
・
④
の
四
つ
は
、
何
れ
も
此
時
代
こ
し
て



は
形
大
に
よ
ろ
し
ぐ
、
何
れ
も
傑
作
揃
ひ
で
あ
る
、
此
内

注
意
す
べ
ぎ
は
㊥
で
、
六
葉
の
せ
い
が
高
い
、
下
か
ら
見

た
時
つ
ぶ
れ
て
見
ゑ
ぬ
様
修
正
を
し
た
つ
も
り
で
あ
ら
う

ビ
思
は
れ
る
。
此
四
つ
に
比
べ
る
ご
、
第
五
十
圖
㊨
は
下

の
方
か
ら
押
し
潰
し
た
機
で
．
除
り
よ
く
な
い
。

　
第
四
十
七
圖
⑯
の
は
、
破
風
を
作
る
時
中
央
か
ら
刻
み

出
し
た
の
で
、
あ
ご
か
ら
持
っ
て
行
っ
て
つ
け
た
の
で
は

．
な
い
。
破
風
全
膿
を
一
木
か
ら
刻
み
出
す
以
上
、
兎
毛
池

を
残
す
の
は
材
料
に
は
關
係
が
な
い
が
、
取
扱
が
厄
介
だ

か
ら
、
別
に
彫
刻
し
て
あ
ご
か
ら
つ
け
る
よ
り
は
面
倒
な

わ
け
で
あ
乃
。
當
代
に
は
か
、
る
刻
み
出
し
は
間
々
見
受

る
所
で
あ
る
。
同
勢
㊦
の
は
、
後
か
ら
つ
け
π
の
だ
が
、

中
塞
で
あ
る
、
上
端
即
ち
破
風
に
接
す
る
方
へ
大
孔
を
あ

け
て
、
内
容
を
穿
り
曝
し
て
塞
洞
に
し
て
あ
る
か
ら
、
多

少
早
く
腐
朽
す
る
虞
は
み
る
か
む
知
ら
ぬ
が
、
此
、
の
例
の

機
に
種
々
の
形
に
穿
孔
し
た
場
合
に
、
肉
が
薄
い
か
ら
内

が
黒
く
且
つ
軽
快
に
見
立
、
雲
母
…
廓
…
は
非
常
に
明
瞭
で
あ

　
　
　
策
入
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
四
）

る
▼
故
に
手
数
か
け
た
丈
け
の
致
果
は
充
分
に
あ
る
。

　
第
五
十
三
圖
に
於
い
て
、
⑨
・
◎
二
③
の
三
を
比
べ
て

み
る
ご
、
㊨
が
一
番
形
が
よ
く
、
あ
ご
の
ご
つ
は
隠
り
押

潰
さ
れ
て
み
る
機
で
み
る
、
残
り
の
二
つ
で
ば
③
の
方
が

よ
し
、
◎
が
一
番
ま
つ
い
。

　
第
五
十
四
圖
の
桁
隠
③
は
三
花
で
あ
る
、
聖
目
も
瓢
鍛

も
な
く
、
中
央
に
大
き
な
鐡
製
四
葉
を
打
つ
た
導
け
で
，

簡
単
で
大
に
よ
ろ
し
い
、
甚
だ
い
、
出
費
で
あ
る
。
⑤
・

⑭
・
◎
・
⑧
等
で
は
、
巴
紋
や
厚
層
等
を
瓢
箪
の
代
り
に

つ
け
た
の
で
、
大
し
て
威
服
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な

い
。
④
は
蕎
懸
魚
、
申
央
に
下
が
っ
て
み
る
形
は
敢
て
ま

つ
く
は
な
い
が
、
鰭
が
ま
つ
い
、
な
せ
ま
つ
い
か
第
五
十

圖
の
多
く
の
例
ご
比
べ
て
み
る
ご
會
艶
出
異
る
。
①
も
同

じ
く
薔
型
で
あ
る
が
、
鰭
ご
本
禮
の
扁
部
ε
融
合
し
て
憲

葉
の
機
な
も
の
か
ら
出
來
て
る
る
、
黒
藻
赴
聖
算
（
望

關）

�
v
ひ
超
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
㊧
は
桃
の
實
の
桁

隠
で
、
こ
れ
も
大
に
珍
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
一
　
（
北
四
七
一
二
）



　
　
　
念
入
巷
　
獅
究
の
栞
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
八
翻
）

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

一
桃
山
時
代
。
先
づ
第
一
に
翠
ぐ
べ
き
は
第
五
十
二
圓
㊧

で
あ
る
、
矢
張
輪
廓
附
蕎
懸
魚
で
、
其
輪
廓
郎
ち
覆
輪
、

（輪
f
の
繍
己
面
二
面
皇
臣
の
噂
分
に
覆
輪
建
い
ふ
て
る
う
が
さ
う
で
な
く
定
も
普
通
輪
廓
為
「
フ
〃
リ
ン
」
亡
い
ふ
。
）
は
鰭
に
迄
及

ん
で
み
る
。
此
時
代
に
は
未
だ
い
、
が
、
こ
の
鰭
の
形
が

だ
ん
一
に
崩
れ
て
き
て
、
遽
に
救
濟
す
べ
か
ら
ざ
る
…
棲

に
な
っ
て
了
ふ
。

　
⑳
で
は
下
の
方
に
瓢
箪
丈
け
で
、
猪
目
は
上
の
方
に
飛

び
上
っ
て
了
つ
た
、
上
方
の
曲
線
が
下
方
ご
同
じ
機
に
、

外
雛
線
式
で
み
る
病
め
、
同
種
の
曲
線
の
反
覆
で
結
果
は

不
満
足
で
あ
る
Q
第
五
十
四
圖
⑯
・
⑦
も
此
時
代
で
あ
る

が
、
漁
り
戚
心
の
出
來
ぬ
形
で
あ
る
。

　
第
五
十
二
圖
㊧
は
異
形
懸
魚
で
あ
る
が
、
同
圖
㊧
の
悌

が
あ
う
藩
懸
魚
の
出
來
損
ひ
で
あ
る
、
四
葉
も
こ
れ
て
了

っ
て
か
た
が
少
し
高
ぐ
残
っ
て
み
る
轟
け
で
原
形
は
剣
ら

ぬ
、
ま
つ
此
時
代
の
竜
の
で
あ
ら
う
か
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

・
江
戸
時
代
。
初
期
の
も
の
例
へ
ば
第
五
十
四
圖
の
⑤
・

◎
等
は
ま
だ
い
、
が
、
㊨
に
至
っ
て
は
手
が
つ
け
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
第
附
羅
　
　
一
五
二
　
（
六
七
四
）

「
い
。
懸
魚
の
形
も
こ
～
迄
堕
落
し
把
ら
も
う
澤
山
で
、
此

上
拙
く
な
り
や
う
は
な
い
ご
思
は
れ
る
が
、
停
留
は
中
々

さ
う
で
な
く
て
、
落
ち
る
時
に
は
加
越
度
づ
き
で
あ
る
か

ら
、
随
分
ひ
ご
く
な
っ
て
了
ふ
、
ま
つ
い
方
の
例
は
そ
こ

い
ら
に
澤
一
山
あ
る
O

　
第
五
十
四
圖
④
は
、
初
期
の
せ
い
か
形
は
裏
だ
よ
ろ
し

い
、
こ
れ
は
少
し
修
正
す
る
と
す
つ
ε
良
く
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
，
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

・
次
に
異
形
の
懸
魚
に
就
て
一
言
し
て
お
く
。
⑥
は
劉
に

古
い
、
こ
れ
は
桃
山
を
降
お
ま
い
ぜ
思
は
れ
る
。
⑤
の
五

つ
は
先
に
分
類
の
こ
こ
ろ
へ
名
繕
を
記
し
だ
が
、
其
割
掛

し
方
は
小
正
方
形
で
示
し
て
あ
る
。
此
中
で
右
上
の
梅
鉢

懸
魚
ビ
◎
ピ
比
べ
て
み
る
ご
、
時
代
に
よ
る
六
葉
の
位
置

の
愛
り
工
合
が
割
る
。
㊧
も
桃
山
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
以
上
は
主
と
し
て
破
風
板
及
懸
魚
に
就
て
の
み
の
説
明



で
あ
る
が
、
妻
飾
に
就
て
は
他
日
改
め
て
輪
　
べ
る
事
に
す

る
O
（
大
正
十
二
年
七
月
七
日
稿
了
）

紹

介

　
　
　
　
訂
　
　
　
正

　
第
六
巻
第
三
號
第
蝋
四
穴
頁
上
段
第
五
行
、
支
輪
の
腰
明
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
、
「
美
く
て
眞
直
」
を
「
方
形
で
眞
直
」
．
こ
し
、
其
次
の
一
句
「
だ
か

ら
ま
る
で
…
…
並
べ
た
様
で
あ
る
」
、
の
二
十
二
字
を
割
る
。

　
理
由
。
私
の
記
憶
蓬
ひ
で
、
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
。
橘
夫
人
厨
子

天
蓋
・
海
龍
王
寺
五
重
小
里
初
重
内
部
の
、
様
に
四
角
な
棒
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
濁
度
不
注
意
に
原
因
す
る
誤
り
が
多
く
て
申

課
の
な
、
い
事
で
あ
る
・

五　五四’　四頁
五　 一七　 六
　　　　　　　盤上上上上下上段

七六四〇一・七行
　　　　　　　誤

　
　
誤
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
蓋
の
ε
は
　
　
天
蓋
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
つ
大
難
　
　
　
　
先
づ
大
艦

　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肘
…
太
尾
か
・
ら
肘
・
本
へ
　
肘
大
㎝
か
ら
肘
木
へ

　
コ
ヒ
　
　

方
が
観
し
　
　
　
「
注
し
」
の
二
字
削
除

ソ
ム
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
カ
ド

外
角
　
　
　
　
　
外
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（狭

j
）
　
　
　
（
縢
）

第
入
呼
倦
　
紹
　
介

　
　
　
⑱
歴
史
學
概
論
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
正
義
著

　
近
時
吾
國
に
於
て
は
バ
ー
ゲ
ン
乙
甲
の
歴
史
哲
墨
の
影
響
を
う

け
て
史
學
理
論
の
領
域
が
大
い
に
開
拓
さ
れ
、
歴
史
の
本
質
を
閲

明
せ
う
ミ
の
努
力
が
試
み
ら
れ
た
Q
本
書
も
か
・
る
試
み
の
マ
こ

し
て
現
は
れ
た
る
眞
蟄
の
勢
作
で
あ
る
。
史
墨
以
た
る
著
者
は
哲

學
に
ょ
っ
r
科
學
ご
し
て
の
歴
史
の
概
念
を
確
立
し
、
こ
れ
に
批

判
的
考
察
を
加
へ
、
以
て
歴
史
墨
ミ
い
ふ
猫
立
科
學
を
確
立
せ
う

ミ
試
み
た
。
先
づ
緒
論
に
於
い
近
世
科
學
の
批
判
的
考
察
の
意
義

を
明
ら
か
に
し
、
次
に
第
一
部
歴
史
學
の
批
判
的
確
立
に
於
て
科

學
ε
し
て
の
歴
史
に
嚴
密
な
る
論
理
的
批
制
を
加
へ
て
る
る
。
そ

の
う
ち
の
第
岨
章
歴
史
の
概
念
、
第
二
章
知
識
の
問
題
、
第
三
章

経
験
的
運
気
、
第
四
章
経
験
科
墨
に
於
て
一
般
科
學
の
批
鋼
的
考

察
に
よ
つ
て
歴
史
の
根
本
た
る
経
理
二
丈
在
の
意
義
、
歴
史
の
認

識
の
根
語
を
明
ら
か
に
し
、
第
五
章
歴
史
學
に
於
て
、
歴
史
は
藝

衛
的
直
観
の
作
物
で
あ
る
、
歴
史
に
於
て
意
義
あ
る
も
の
は
想
像

に
満
ち
た
形
式
の
所
産
で
あ
る
ミ
す
る
見
解
は
承
認
さ
れ
得
な
い

麓曜

ﾂ
…
概
　
　
　
一
’
翫
ヒ
一
　
（
六
七
五
）


